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広
告

平成28年4月新卒看護師募集
　　　　　　　　採用選考実施中
平成28年4月新卒看護師募集
　　　　　　　　採用選考実施中

ご応募・問い合わせ：0779-88-0350
　　　　JCHO福井勝山総合病院　総務企画課
ご応募・問い合わせ：0779-88-0350
　　　　JCHO福井勝山総合病院　総務企画課

ジャパン・マンモグラフィー・サンデージャパン・マンモグラフィー・サンデージャパン・マンモグラフィー・サンデー
日　　時：10月 18日（日）
申込期限：10月 15日（木）

休日レディース乳がん検診休日レディース乳がん検診休日レディース乳がん検診
日　　時：毎月第２土曜日（10月以外）
申込期限：毎月第２木曜日 17:00まで

対象者：勝山・大野・永平寺お住まいで
　　　　無料クーポン券をお持ちの方

問合せ：0779-88-8166　
　　JCHO福井勝山総合病院　健康管理センター

　オカリナの素朴な音色に惹かれて４年前にサー
クルが結成されました。
　毎月第２・４月曜の夜に村岡公民館にて練習を
行い地区の行事、施設訪問、各イベントなどに参
加されています。
　最近では、ホワイトザウルスライトアップ点灯
式やかち山ちょうちん登山で村岡山の山頂で演奏
されました。
　代表の大久保實子さんは「村岡山の頂上で吹く
オカリナは音が響いてとても気持ちよく最高でし
た。
　オカリナは持ちやすい楽器でどこでも吹けるの
と音色が魅力的です。また、演奏の喜びを仲間と
共有したり、オカリナを通じていろんな人とのふ
れあいができることがうれしいです。」と話され
ていました。

　今は練習回数を増やして、10月３日㈯に鯖江
市文化センターで開かれる、「ふくいオカリナフェ
スティバル」に出演を目指して頑張っているとの
ことでした。

オカリナサークル“てんとうむし”

出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい
澄み渡る音色が魅力的
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①かち山ちょうちん登山
　約250名の参加者があり、模擬店も設けられるなど、
盛大に開催されました。
③谷はやし込み行列
　庭掃きを先頭に、伊良神社までの300mを練り歩きま
した。
⑤納涼花火大会
　11,000人の人出があり、観客は夜空の花火に見入っ
ていました。

②大師山たいまつ登山
　雨で登山はありませんでしたが、護摩焚きや抽選会な
どが行われました。
④谷はやし込み行列
　　今年も大学生の若い力が行列に加わりました。

⑥白山禅定道トレイルマラソン2015
　177人のランナーが、白山伏拝までの8.7㎞を力走し
ました。

勝山風物詩 勝ち山夏物語として、市内の各所で
さまざまなイベントが行われました。

①①

⑤⑤

②②

③③ ④④

⑥⑥
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フォースリーカモンズ★フォースリーカモンズ★フォースリーカモンズ★かちやまワッショイ
2015

かちやまワッショイ
2015

　

勝
山
の
夏
を
熱
く
す
る
、
か
ち

や
ま
ワ
ッ
シ
ョ
イ
２
０
１
５
が
８

月
１
４
日
に
中
央
公
園
・
ゆ
め

お
ー
れ
広
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
市
内
５
チ
ー
ム
、
市

外
6
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
各
チ
ー

ム
力
い
っ
ぱ
い
の
踊
り
を
披
露
し

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

入
賞
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で

す
。　 入賞チーム名

グランプリ フォースリーカモンズ★（福井市）
準 グランプリ チーム・ザ・夏KA舞BU喜KI（勝山市）
第３位 福井よさこいチーム　紡（福井市）

キラリ・かちやま賞 西の子天守　絆（勝山市）
ファッション賞 極　舞　人（福井市）
踊り手が選ぶベストチーム賞 鹿谷童子NEXT（勝山市）

福井よさこいチーム　紡福井よさこいチーム　紡

鹿谷童子NEXT鹿谷童子NEXT 極　舞　人極　舞　人 西の子天守　絆西の子天守　絆

チーム・ザ・夏KA舞BU喜KIチーム・ザ・夏KA舞BU喜KI
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山　田　安　信（57）
村岡町浄土寺

日本共産党　当選6回

吉　田　清　隆（58）
鹿谷町志田

無所属　当選1回

丸　山　忠　男（70）
本町３丁目

無所属　当選2回

安　居　久　繁（72）
鹿谷町保田

自由民主党　当選6回

議
長
に
帰
山
寿
憲
議
員
、

議
長
に
帰
山
寿
憲
議
員
、

　

副
議
長
に
松
山
信
裕
議
員

　

副
議
長
に
松
山
信
裕
議
員

　
　

委
員
会
構
成
も
決
ま
る

　
　

委
員
会
構
成
も
決
ま
る

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）
敬
称
略

常
任
委
員
会

■
予
算
委
員
会
（
全
議
員
）

◎
倉
田
源
右
ヱ
門　

○
竹
内
和
順

■
総
務
文
教
厚
生
委
員
会

◎
丸
山
忠
男　

○
田
中
三
津
彦

　

吉
田
清
隆　

帰
山
寿
憲　
倉
田
源
右
ヱ
門

　

北
川
晶
子　

山
田
安
信　

安
居
久
繁

■
建
設
産
業
委
員
会

◎
下
道
惠
子　

○
近
藤
栄
紀

　

竹
内
和
順　

下
牧
一
郎　

松
山
信
裕

　

乾　

章
俊　

松
村
治
門　

北
山
謙
治

■
議
会
運
営
委
員
会

◎
北
川
晶
子　

○
吉
田
清
隆

　

田
中
三
津
彦　

丸
山
忠
男

　

倉
田
源
右
ヱ
門　

北
山
謙
治

大
野
・
勝
山
地
区

広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

　

竹
内
和
順　

下
道
惠
子　

松
山
信
裕

　

乾　

章
俊　

北
川
晶
子

勝
山
・
永
平
寺
衛
生
管
理
組
合
議
会
議
員

　

田
中
三
津
彦　

下
牧
一
郎　

近
藤
栄
紀

　

松
村
治
門　

山
田
安
信

福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療広域

連
合
議
会
議
員

　

帰
山
寿
憲

大腸がん検診を大腸がん検診を
受けましょう！！受けましょう！！

　食生活の欧米化に
より日本でも大腸が
んにかかる人が非常
に増えてきていま
す。便検査により便
中の目に見えない血
液（潜血）を検査し
ます。
　集団検診と医療機関での検診を実施しています。

　下記にお申し込みのうえ、検診受診日の5日前ま
でに容器をすこやかまで取りにきてください。その
際に、受診票と2日分の便を採取する容器をお渡し
しますので、検診受診日にすこやかに提出してくだ
さい。
対　象▶20歳以上の市民
内　容▶便潜血検査
受診料▶無料
実施日▶ 広報お知らせ版および住民健診案内をご確

認ください

 

　医療機関に直接ご予約ください。
　※市が発行する受診券が必要
対　象▶20歳以上の市民
内　容▶便潜血検査
受診料▶無料
期　間▶平成28年1月末日まで

• 便潜血反応検査の結果が陽性となった場合には、
大腸内視鏡などの精密検査を受ける必要がありま
す。便潜血反応検査では病気の診断はできません
• 検診の結果、精密検査が必要となられた場合には、
必ず医療機関を受診してください

申・問　健康長寿課（すこやか内）☎87-0888

大腸がん検診

集団検診

医療機関での個別検診

検査結果について
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新
市
議
会
議
員
紹
介

　

勝
山
市
の
か
じ
取
り
を
担
う
、
16
人
の
新
し
い
市
議
会

議
員
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

市
議
会
議
員
選
挙
は
、
８
月
２
日
に
市
内
18
か
所
で
投

票
が
行
わ
れ
、
教
育
会
館
で
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
議
員
の
内
訳
は
、
現
職
11
人
、
新
人
５
人
で
、
党
派

別
で
は
自
由
民
主
党
１
人
、
公
明
党
１
人
、
共
産
党
１
人
、

無
所
属
13
人
、男
女
別
で
は
男
性
14
人
、女
性
２
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

当日有権者数 20,524人
投票者数 14,623人
有効投票数 14,476票
無効投票数 147票
投票率 71.25％

投 票 結 果

（
任
期　

平
成
27
年
９
月
１
日
〜
平
成
31
年
８
月
31
日
）

（
右
上
か
ら
縦
に
50
音
順
、
敬
称
略
）

竹　内　和　順（55）
平泉寺町平泉寺
無所属　当選1回

田　中　三津彦（56）
北郷町東野

無所属　当選1回

松　村　治　門（47）
北郷町坂東島
無所属　当選4回

松　山　信　裕（56）
芳野町２丁目
無所属　当選３回

倉田　源右ヱ門（75）
野向町北野津又
無所属　当選３回

近　藤　栄　紀（59）
北郷町伊知地
無所属　当選1回

下　道　惠　子（63）
荒土町北新在家
無所属　当選2回

下　牧　一　郎（59）
荒土町細野口
無所属　当選1回

乾　　　章　俊（71）
元町２丁目

無所属　当選３回

帰　山　寿　憲（58）
猪野口

無所属　当選３回

北　川　晶　子（62）
長山町１丁目
公明党　当選4回

北　山　謙　治（76）
沢町１丁目

無所属　当選8回
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公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

左
図
の
と
お
り
、
年
々
バ
ス
の

利
用
者
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
平

成
25
年
度
か
ら
増
加
傾
向
に
見
え

ま
す
が
、
恐
竜
博
物
館
へ
の
観
光

利
用
者
の
増
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

り
、
市
民
の
利
用
は
依
然
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
バ
ス
運
行
の
見
直
し
に

関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
路
線
の

本
数
を
維
持
し
な
が
ら
利
便
性
を

高
め
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
人
当
た
り

の
輸
送
費
用
な
ど
を
計
算
す
る

と
、
高
額
に
な
る
路
線
も
あ
り
ま

す
。
全
国
的
に
み
て
も
バ
ス
交
通

の
利
用
者
減
は
顕
著
で
、
昭
和
45

年
か
ら
６
割
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
８
年
間
で
１
万
３
０

０
０
㎞
以
上
の
路
線
が
廃
線
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
存
続
は
実
際
に
利

用
し
て
い
る
方（
高
齢
者
や
学
生
）

だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ま
も
公
共
交
通
の
利
用
促
進

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
23
年

• 

デ
マ
ン
ド
運
行
に
関
す
る
研
究
（
先
進
地
事
例
の
研

究
・
三
重
県
）

• 

生
活
交
通
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
福
井
大
学

と
共
同
）

平
成
24
年

• 

デ
マ
ン
ド
運
行
に
関
す
る
研
究
（
先
進
地
事
例
の
研

究
・
新
潟
県
、
高
浜
町
、
あ
わ
ら
市
）

• 

バ
ス
乗
客
聞
取
り
調
査
（
利
用
区
間
・
利
用
目
的
等
）

• 

バ
ス
交
通
に
関
す
る
地
区
意
見
交
換
会
の
開
催

平
成
25
年

• 

デ
マ
ン
ド
運
行
に
関
す
る
研
究
結
果
お
よ
び
今
後
の

方
針
を
決
定
（
フ
ル
デ
マ
ン
ド
の
実
施
に
は
時
期
尚

早
で
あ
り
、
現
行
の
交
通
体
系
の
再
編
に
よ
る
利
便

性
の
向
上
を
目
指
す
）

• 

荒
土
と
野
向
で
区
域
予
約
方
式
の
導
入

平
成
26
年

• 

周
辺
地
区
へ
の
区
域
予
約
方
式
の
導
入
に
つ
い
て
検

討
• 

中
心
市
街
地
で
の
バ
ス
運
行
の
利
便
性
向
上
に
つ
い

て
検
討

• 

市
長
と
語
る
会
お
よ
び
地
区
意
見
交
換
会
の
開
催

平
成
27
年

• 

新
し
い
運
行
ル
ー
ト
・
時
刻
に
つ
い
て
地
域
公
共
交

通
会
議
で
承
認
、
運
輸
局
へ
申
請

• 

10
月
１
日
新
ル
ー
ト
・
時
刻
に
て
運
行
開
始

※
デ
マ
ン
ド
運
行
… 

電
話
予
約
な
ど
を
活
用
し
、
利
用
者
の
需
要
に
応
じ

て
ル
ー
ト
や
時
間
を
最
適
化
す
る
運
行
方
法
。

人
権
擁
護
委
員
の
ご
紹
介

　

７
月
１
日
、
法
務
大
臣
よ
り
新

た
に
１
名
の
方
が
人
権
擁
護
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３

年
間
で
す
。

再 

笠
羽　

忠
恭　

氏
＝
北
郷
＝

　

人
権
擁
護
委
員
は
、毎
月
第
１・

３
水
曜
日
の
午
前
９
時
〜
11
時
30

分
に
、
教
育
会
館
蘭
・
桜
の
間
に

お
い
て
、
定
例
人
権
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問　

未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

「勝山市まち・ひと・しごと
創生総合戦略の策定にかかる

アンケート調査」にご協力ください

変
更
に
至
る
ま
で
の
経
緯

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

85,000

90,000

95,000

100,000

105,000

110,000

115,000

年間市内バス利用者数（勝山大野線は除く）

113,093113,093
111,991111,991

104,719104,719

106,072106,072

103,432103,432

97,26397,263

100,211100,211
101,137101,137

（人）

　確かな市の将来展望を描く「勝山市版総合戦略」策定
の基礎資料としてアンケート調査を実施します。９月中
に皆さまのお手元にアンケートが届きますのでご協力を
お願いします。

問　未来創造課（市役所2階）☎88 ｰ 1115
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バス路線と運行時刻が変わりますバス路線と運行時刻が変わります
　市内路線バスの運行ルートと時刻を見直し、すべての路線
を「勝山市コミュニティバス」として10月１日（木）から
運行を開始します。

問　環境政策課（市役所２階）☎88 ｰ 8104

①
市
内
循
環
バ
ス

「
ぐ
る
り
ん
」
の
増
便

　

ぐ
る
り
ん
の
運
行
を「
中
部（
恐

竜
博
物
館
・
水
芭
蕉
方
面
）」と「
南

部
（
越
前
大
仏
方
面
）」
と
し
、

今
ま
で
の
１
車
両
運
行
か
ら
２
車

両
運
行
に
し
、
各
１
便
ず
つ
増
便

（
一
部
で
新
し
い
バ
ス
停
を
設
置
）

し
ま
す
。

　

ま
た
、
１
日
フ
リ
ー
き
っ
ぷ
を

廃
止
し
、
１
乗
車
１
０
０
円
と
な

り
ま
す
。

②
周
辺
部
で
の

区
域
予
約
方
式
の
導
入

　

事
前
に
運
行
会
社
に
、
乗
車
す

る
便
と
バ
ス
停
を
予
約
す
る
方
式

（
従
前
の
デ
マ
ン
ド
方
式
）
を
、

北
郷
、
北
谷
、
遅
羽
、
猪
野
瀬
、

平
泉
寺
で
新
た
に
導
入
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
部
で
新
し
い
バ
ス
停

を
設
置
し
ま
す
。

③ 

住
民
の
意
見
や
運
行
実
績
を
反

映
し
た
ダ
イ
ヤ
・
ル
ー
ト
編
成

　

全
路
線
で
「
福
井
勝
山
総
合
病

院
」
と
「
水
芭
蕉
」
を
通
る
時
間

帯
を
設
定
し
ま
し
た
。「
湯
っ
た

り
勝
山
」
に
つ
い
て
は
「
福
井
勝

山
総
合
病
院
」
で
南
部
方
面
ぐ
る

り
ん
、
ま
た
は
平
泉
寺
線
に
接
続

し
ま
す
。

　

ま
た
、
早
朝
と
午
後
7
時
以
降

に
勝
山
駅
と
市
街
地
間
を
運
行
し

て
い
た
「
市
街
地
連
絡
線
」
は
廃

止
し
ま
す
。

④
運
行
車
両
デ
ザ
イ
ン
の
統
一

　

周
辺
地
域
か
ら
市
街
地
へ
運
行

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
黄

色
の
ラ
イ
ン
を
基
調
と
し
た
デ
ザ

イ
ン
の
車
両
と
な
り
ま
す
。
ぐ
る

り
ん
は
、
全
面
黄
色
と
黄
緑
色
の

２
車
両
で
運
行
し
ま
す
。

　

今
回
の
バ
ス
運
行
改
正
に
併
せ

て
、
時
刻
表
・
路
線
図
を
冊
子
版

に
改
め
ま
し
た
。

　
「
全
て
の
バ
ス
停
の
時
刻
が
分

か
り
に
く
い
」、「
貼
っ
て
お
く
場

所
が
な
い
」
な
ど
の
ご
意
見
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
ポ

ス
タ
ー
版
か
ら
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
冊

子
版
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

ご
家
庭
で
の
保
管
や
、
外
出
時

の
携
帯
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

９
月
27
日
㈰
の
始
発
か
ら
、
え

ち
ぜ
ん
鉄
道
が
福
井
駅
付
近
で
新

幹
線
用
の
高
架
へ
乗
り
入
れ
ま

す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
運
行
ダ
イ
ヤ
が

一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。
勝
山
市

内
の
駅
に
関
し
て
は
、
午
前
７
時

32
分
福
井
発
の
便
で
各
１
分
早
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
「
勝
山
市
公
共
交
通

時
刻
表
・
路
線
図
」
の
25
・
26
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
福
井
駅
お
よ
び
新
福
井

駅
の
駅
舎
は
高
架
上
部
と
な
り
、

福
井
口
駅
の
駅
舎
の
位
置
も
変
更

と
な
り
ま
す
。

主
な
変
更
点

時
刻
表
・
路
線
図
が

冊
子
に
な
り
ま
す

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
時
刻

が
一
部
変
わ
り
ま
す

コミュニティバス

ぐるりん中部方面

ぐるりん南部方面

新しい福井駅ホーム
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９月10日㈭から調査員が
すべての世帯を訪問します
　10月１日を基準日に国勢調査が全国一斉に実施さ
れます。パソコン・スマートフォンでも回答できま
すので、ぜひご利用ください。

国勢調査に関するお問い合わせは
国勢調査コールセンター　0570-07-2015

個
人
情
報
は

厳
格
に
保
護
さ
れ
ま
す

　

国
勢
調
査
で
は
、
統
計
法
に

よ
っ
て
、
厳
格
な
個
人
情
報
保
護

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
に
従
事
す
る
者
（
調

査
員
、
地
方
公
共
団
体
の
職
員
な

ど
）
に
は
、
統
計
法
に
よ
る
守
秘

義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
勢
調
査
に
は

回
答
の
義
務
が
あ
り
ま
す

　

正
確
な
統
計
を
作
成
す
る
た
め

に
、
統
計
法
で
調
査
項
目
に
回
答

す
る
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
回
答
を
拒
ん
だ
り
虚
偽

の
回
答
を
し
た
場
合
の
罰
則
も
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　

国
勢
調
査
勝
山
市
実
施
本
部

（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
１
１
１
７

いつでもどこでも、便利に回答。
パソコンやスマホでの回答を可能に！

インターネット回答がなかった世帯には
調査員が調査票をお配りいたします！

いつ
パ

インターネット回答は

９月10日～20日
調査票での回答は

10月1日～7日

10月1日～7日
調査票を提出

9月26日～30日
調査票を配布

9月10日～20日
インターネット回答

9月10日～12日
回答用IDを配布

かたり調査にご注意ください！インターネット回答数予想クイズ
　統計調査をよそおい、不正に個人情報を得よ
うとする「かたり調査」にご注意ください。調
査員は、調査活動中「国勢調査員証」などを携
帯していますので、「怪しい」と感じたら、即
答は避け、市役所までご連絡ください。

手さげ袋腕　章

調査員証

『平成27年国勢調査の福井県における
インターネット回答数は、いくつでしょうか？』
※7月1日現在の世帯数は280,965世帯
賞　品▶１等　越前がに（1人）
　　　　２等　若狭ふぐセット（2人）
　　　　３等　三ツ星若狭牛セット（3人）
　　　　４等　福井県特産品（15人）
応募資格▶福井県内に居住する人
応募締切▶9月20日（日）
応 募方法▶はがき、FAX、メールに①答え②郵
便番号③住所④氏名⑤年齢⑥電話番号を記入

申・問　〒910-8580　福井市大手3丁目17-1
　　　　国勢調査福井県実施本部
　　　　☎ 0776 ｰ 20 ｰ 0272
　　　　FAX 0776 ｰ 20-0630
　　　　E-Mail　kokuchou@pref.fukui.lg.jp
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あなたにも、マイナンバー。
はじまります。
　平成27年10月から12月にかけて、すべての市民の皆さまにマイナ
ンバー（個人番号）の通知カードを簡易書留郵便により、世帯単位で
お届けします。通知を確実にお受け取りいただくために、今のお住ま
いと、住民票の住所が異なる方は、住民票の異動をお願いします。
　また、身分証明書として使える「マイナンバーカード」は、申請に
から、平成28年１月から無料で交付します。

ナ
で
ま

に
マイナンバー
キャラクター
マイナちゃん

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、
住
民
票

の
住
所
地
以
外
の
居
所
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
９
月
25
日
㈮
ま
で
に
、「
居
所
情

報
登
録
申
請
書
」
を
住
民
票
の
あ
る
住
所

の
市
区
町
村
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、
最
寄
り
の
市
民
課
窓
口
ま

た
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
入
手

で
き
ま
す
。

• 

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
で
住
所

地
以
外
の
居
所
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

• 

Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
児
童

虐
待
な
ど
の
被
害
者
で
住
所
地
以
外
の

居
所
に
移
動
さ
れ
て
い
る
方

• 

一
人
暮
ら
し
で
、
長
期
間
、
医
療
機
関
・

施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方

マイナンバー制度のお問い合わせは
全国共通マイナンバーコールセンター

0570 ｰ 20 ｰ 0178
平日9:30 ～ 17:30

（土日祝日・年末年始を除く）
※通話料がかかります

問　制度全般に関すること
　　　総務課（市役所２階）☎88 ｰ 8116
　　通知カード、マイナンバーカードに関すること
　　　市民課（市役所１階）☎88 ｰ 8102

1 2 3
行政機関・地方公共団体での作業の無駄が
削減され、手続きがスムーズになります。

行政の効率化

申請時に必要な課税証明書といった
資料の添付を省略できるようになります。

国民の利便性の向上 公平・公正な社会の実現

面倒な手続きが
簡単に

給付金などの
不正受給の防止

手続きが正確で
早くなる

行政機関が国民の所得状況などを把握
しやすくなり、不正受給を防止できます。

マイナンバー（個人番号）とは、国民一人ひとりが持つ12桁の番号のこと。！

※行政の効率化や国民の利便性向上のため、平成29年1月から行政機関などでの情報連携が順次始まる予定です。  ※外国籍でも住民票のある方は対象となります

・平成28年１月から社会保障・税・災害対策の行政手続きで使用が始まりますので、大切にしてください。
・法人にも13桁の法人番号が指定され、官民問わず自由に使用できます。

通知カードが届いたら！
カードを大切に保管する

各種手続の際に利用

勤務先に提示する

知らない人に教えない

マイナンバーは生涯変わりません。同じ番号を使い続け
ますので、カードを紛失しないようにご注意ください。

転居や婚姻など、カードの記載内容が変更になるときに
もカードが必要になります。

勤務先などで税や社会保障関係の手続きをするとき、本
人や家族のマイナンバーの提示が必要です。

マイナンバーが悪用される危険性を減らすため、マイナ
ンバーの取り扱いは慎重に行ってください。
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公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
へ
の
早
期
接
続
の
お
願
い

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
へ
の
早
期
接
続
の
お
願
い

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
お
よ
び

農
業
集
落
排
水
（
以
下
、
下
水
道

等
）
の
整
備
拡
大
を
図
り
、
環
境

に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
本
管
が
整
備
さ
れ
て
い

る
地
区
で
、
ご
自
宅
の
水
洗
化
工

事
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
場
合

は
、
お
早
め
に
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
下
水
道
使
用
開
始
ま
で
の
流
れ

① 

接
続
工
事
業
者
の
選
定
（
勝
山

市
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事

店
か
ら
選
び
ま
す
）

② 

工
事
の
申
請
・
着
手
（
手
続
き

は
業
者
が
代
行
し
ま
す
）

③
工
事
完
了
後
、
市
の
検
査

◆
利
子
補
給
制
度

　

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
資
金
の

融
資
を
受
け
ら
れ
た
場
合
、
そ
の

融
資
に
か
か
る
利
子
の
一
部
を
利

子
補
給
と
し
て
交
付
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

問 　

上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２

階
）
☎
88
‐
８
１
０
９

各地域別水洗化率（平成27年3月末）

区　名 水洗率 区　名 水洗率
勝山地区 93.2% 荒土地区 76.7%
 元町1～ 3丁目 91.5%  松田 89.0%
 昭和町1･2･3丁目 96.1%  田名部 91.2%
 旭町1･2丁目、旭毛屋町 95.5%  布市 74.0%
 立川町1･2丁目 90.7%  清水島 63.4%
 本町1～ 4丁目 91.5%  北新在家 75.2%
 栄町1～ 5丁目 90.3%  別所 85.0%
 沢町1･2丁目 91.3%  細野口　※ 48.9%
 芳野町1･2丁目 94.5%  北宮地 77.1%
猪野瀬地区 91.9%  堀名 65.4%
 猪野口 76.2%  伊波 74.3%
 若猪野 91.8%  妙金島 ―
 北市、上高島、下高島 90.4%  新保 86.9%
 下毛屋、毛屋町 93.0%  松ヶ崎 92.0%
 猪野 94.5% 鹿谷地区 71.6%
 片瀬 84.2%  保田 79.4%
 片瀬町1･2丁目 97.7%  西光寺　※ 77.0%
平泉寺地区 40.2%  北西俣　※ 32.7%
 平泉寺　※ 32.1%  矢戸口　※ ―
 岡横江 97.6%  本郷 65.4%
村岡地区 93.2%  西遅羽口　※ 53.4%
 郡 100.0%  東遅羽口　※ 34.6%
 五本寺 100.0%  杉俣 84.6%
 黒原 100.0%  志田 89.5%
 暮見 92.3%  発坂 87.7%
 寺尾 84.4%  保田出村 82.1%
 浄土寺 87.1% 遅羽地区 71.8%
 滝波町1～ 5丁目 90.5%  嵭崎 99.0%
 郡町1～ 3丁目 97.2%  大袋 88.6%
 長山町1･2丁目 92.3%  新道 91.8%
 上芳野 100.0%  北山 70.0%
野向地区 71.8%  蓬生　※ 14.1%
 竜谷 85.1%  中島 80.6%
 竹林 ―  千代田 39.1%
 聖丸 84.3%  比島 ―
 深谷 19.3% 公共下水道合計 88.1%

区　名 水洗率
神谷地区 98.7%
 栃神谷 100.0%
 薬師神谷 97.0%
北野津又地区 98.6%
勝山西部地区 79.8%
 西妙金島 52.6%
 檜曽谷 61.8%
 新町 91.5%
 志比原 80.8%
 上森川 100.0%
 下森川 89.5%
 東野 74.3%
 上野 77.1%
 中清水 85.3%
勝山東部地区 81.2%
 赤尾 91.2%
 笹尾 72.7%
 大渡 81.0%
 壁倉 100.0%
 岩ケ野 59.5%
 大矢谷 76.1%
 神野 100.0%
 経塚 45.0%
 上野 57.1%
 下荒井 67.1%
伊知地・坂東島地区 53.3%
 伊知地 56.8%
 坂東島 49.3%
農業集落排水　合計 74.7%

• 水洗化率=下水道等に接続済
の人口／下水道等に接続で
きる人口
• 「―」は未整備地区
• ※印の地区は、現在整備中
または供用開始から3年未満
のため、水洗化率が低い
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平成27年度　勝山市表彰式

　市制施行記念日の９月１日、教育会館で「勝山市表彰式」が挙行され
ました。福祉や産業、消防・交通などの各分野で功績のあった個人や団
体に対し、山岸市長から表彰状が手渡されました。
　表彰を受けられた皆さまは次のとおりです。 （順不同・敬称略） 

久　

保　

惠
美
子
（
75
）

＝
沢
町
２
＝

　

長
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童

委
員
と
し
て
要
保
護
者
の
自
立
支

援
等
に
尽
力
し
、
地
域
福
祉
の
向

上
に
寄
与
さ
れ
た

石　

畝　

洋　

子
（
73
）

＝
沢
町
１
＝

　

長
年
に
わ
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
勝
山
市
広
報
紙
の
点
訳
を
行

い
、点
訳
者
の
育
成
に
努
め
る
等
、

社
会
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た

竹　

内　

康　

倶
（
75
）

＝
福
井
市
丸
山
３
＝

　

長
年
に
わ
た
り
勝
山
商
工
会
議

所
常
議
員
と
し
て
そ
の
要
職
を
務

め
、
商
工
業
の
発
展
と
地
域
振
興

に
寄
与
さ
れ
た

藤　

田　

幸　

輝
（
69
）

＝
本
町
１
＝

　

長
年
に
わ
た
り
勝
山
商
工
会
議

所
議
員
、
常
議
員
と
し
て
そ
の
要

職
を
務
め
、
商
工
業
の
発
展
と
地

域
振
興
に
寄
与
さ
れ
た

田　

村　

昌　

博
（
68
）

＝
元
町
１
＝

　

長
年
に
わ
た
り
勝
山
商
工
会
議

所
議
員
、
監
事
と
し
て
そ
の
要
職

を
務
め
、
商
工
業
の
発
展
と
地
域

振
興
に
寄
与
さ
れ
た

荒　

井　

由　

泰
（
67
）

＝
元
町
１
＝

　

長
年
に
わ
た
り
勝
山
商
工
会
議

所
常
議
員
、
会
頭
と
し
て
そ
の
要

職
を
務
め
、
産
業
界
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
商
工
業
の
発
展
と
地
域
振

興
に
寄
与
さ
れ
た

南　

部　

文　

秀
（
79
）

＝
鹿
谷
町
本
郷
＝

　

長
年
に
わ
た
り
本
郷
農
家
組
合

長
、
勝
山
地
区
農
家
組
合
長
会
長

等
を
歴
任
さ
れ
、
農
業
行
政
の
推

進
に
寄
与
さ
れ
た

平　

泉　

利　

栄
（
55
）

＝
荒
土
町
新
保
＝

　

長
年
に
わ
た
り
新
保
農
家
組
合

長
と
し
て
そ
の
要
職
を
務
め
、
農

業
行
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た

山　

内　

徳　

人
（
47
）

＝
鹿
谷
町
保
田
＝

　

長
年
に
わ
た
り
交
通
指
導
員
と

し
て
街
頭
監
視
や
指
導
等
の
啓
発

活
動
、交
通
事
故
防
止
活
動
に
努
め
、

市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

西　

脇　

吉　

胤
（
73
）

＝
荒
土
町
新
保
＝

　

長
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
協
会

役
員
と
し
て
通
学
時
の
街
頭
指
導

活
動
等
、
交
通
事
故
防
止
活
動
に

努
め
、
市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与

さ
れ
た

小　

林　

宏　

治
（
59
）

＝
郡
町
２
＝

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し

て
献
身
的
な
活
動
に
よ
り
防
火
思

想
の
普
及
、
災
害
防
止
に
努
め
、

市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

出　

口　

一　

郎
（
63
）

＝
野
向
町
龍
谷
＝

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し

て
献
身
的
な
活
動
に
よ
り
防
火
思

想
の
普
及
、
災
害
防
止
に
努
め
、

市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

皿　

澤　

康　

孝
（
66
）

＝
東
京
都
板
橋
区
＝

　

市
政
発
展
の
た
め
多
額
の
寄
付

を
さ
れ
た

坪　

内　

忠　

義
（
64
）

＝
本
町
２
＝

　

市
政
発
展
の
た
め
多
額
の
寄
付

を
さ
れ
た

山
一
食
品
株
式
会
社

＝
猪
野
＝

　

故
上
山
弥
栄
議
員
へ
の
厚
情

に
、
市
政
発
展
の
た
め
多
額
の
寄

付
を
さ
れ
た

株
式
会
社
豊
栄
観
光＝

昭
和
町
１
＝

　

市
政
発
展
の
た
め
多
額
の
寄
付

を
さ
れ
た

福
祉
・
保
健
功
労

産
業
功
労

消
防
・
交
通
功
労

社
会
公
益
功
労
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全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
で
大
活
躍

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
で
大
活
躍
！！！！

第第
6868
回
勝
高
祭

回
勝
高
祭  

勝
高
超
上
決
戦
〜
友
情
と
努
力
が
見
せ
る
奇
跡
〜

勝
高
超
上
決
戦
〜
友
情
と
努
力
が
見
せ
る
奇
跡
〜

第第
5656
回
北
陸
吹
奏
楽

回
北
陸
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
金
賞

コ
ン
ク
ー
ル
金
賞

駐
大
阪
・
神
戸
米
国
総
領
事

駐
大
阪
・
神
戸
米
国
総
領
事

来
県
に
関
す
る
交
流
会

来
県
に
関
す
る
交
流
会

　

８
月
７
日
に
石
川
県
金
沢
市
で

行
わ
れ
た
北
陸
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
に
、
12
年
ぶ
り
に
福
井
県
代
表

と
し
て
出
場
し
、
初
の
金
賞
を
獲

得
し
ま
し
た
。

　

７
月
23
日
に
駐
大
阪
・
神
戸
米

国
総
領
事
ア
レ
ン
・
グ
リ
ー
ン
バ
ー

グ
氏
が
福
井
県
恐
竜
博
物
館
を
訪

れ
、
勝
高
１
年
生
３
人
が
、
勝
山

市
の
特
色
と
魅
力
に
つ
い
て
英
語

で
紹
介
し
ま
し
た
。

北内 郁さん前川真実花さん

笑顔の吹奏楽部メンバー

　

７
月
28
日
〜
８
月
１
日
に
滋
賀

県
で
開
催
さ
れ
た
、
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
に
２
個
人
（
県
選

抜
チ
ー
ム
の
一
員
）
と
１
団
体
が

参
加
し
、
素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。

郷
土
芸
能
部
門

　

伝
承
曲
・
創
作
曲
を
含
む
「
和

太
鼓
」
の
コ
ン
ク
ー
ル
形
式
の
大

会
で
す
。

　

昨
年
、
高
校
生
太
鼓
甲
子
園
で

特
別
賞
受
賞
の
日
本
文
化
部
が

「
真
夏
の
左
義
長
」
を
演
奏
し
ま

し
た
。
入
賞
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
本
番
で
は
素
晴
ら
し
い

演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

９
月
２
日
〜
４
日
に
か
け
て
勝

高
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
祭
で

は
、
文
化
部

の
発
表
や
生

徒
会
企
画
や

職
員
劇
な
ど

盛
り
だ
く
さ

ん
の
出
し
物

や
展
示
が
あ

り
充
実
の
文

化
祭
で
し

た
。

　

体
育
祭

で
は
、
４

つ
の
チ
ー

ム
に
分
か

れ
伝
統
の

棒
倒
し
を

は
じ
め
と

す
る
12
の

競
技
や
応

援
合
戦
な

ど
、
熱
戦

を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

小
倉
百
人
一
首
・
か
る
た
部
門

　

各
都
道
府
県
の
代
表
チ
ー
ム

が
、
二
日
間
に
わ
た
り
熱
闘
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。「
畳
の
上
の
格

闘
技
」
と
も
呼
ば
れ
る
、
競
技
か

る
た
の
福
井
県
選
抜
チ
ー
ム
の
一

員
と
し
て
北
内
郁
さ
ん
が
出
場
し

第
３
位
の
輝
か
し
い
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

吟
詠
剣
詩
舞
部
門

　

漢
詩
や
和
歌
を
独
特
の
節
回
し

を
用
い
て
吟
じ
る
「
詩
吟
」
と
剣

や
扇
を
使
っ
て
舞
う
「
剣
舞
」、
扇

を
使
っ
て
舞
う
「
詩
舞
」
で
構
成

さ
れ
ま
す
。
福
井
県
選
抜
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
前
川
真
実
花
さ
ん

が
華
麗
な
演
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

“We are proud of
my town, my city!”

　

勝
山
高
校
の
生
徒
た
ち
は
、
緑

に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境
の

中
、
静
か
に
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

で
学
習
や
部
活
動
な
ど
に
一
生
懸

命
取
り
組
み
、
各
分
野
で
す
ば
ら

し
い
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
勝
山
市
の
た
だ
一

つ
の
高
校
と
し
て
、「
地
域
に
愛

さ
れ
る
」、「
地
域
に
誇
り
に
さ
れ

期
待
さ
れ
る
」、「
支
え
ら
れ
る
学

校
」
で
あ
る
よ
う
、
生
徒
・
教
職

員
一
同
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。　

　

今
後
と
も
、
ご
支
援
、
ご
協
力

の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

勝
山
高
等
学
校　

校
長　

笹
岡
俊
男

　

笹
岡
校
長
の
発
案
で
、
生
徒
玄

関
入
り
口
に
「
栄
光
の
軌
跡
」
と

題
し
、
勝
高
生
が
載
っ
て
い
る
新

聞
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
掲
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
に
大
変

好
評
で
す
。

市民会館でのステージ

気合いの入った応援合戦
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県
立
勝
山
高
等
学
校
で
は
現

在
、
全
学
年
合
わ
せ
て
12
ク
ラ
ス

４
０
４
人
が
学
舎
に
通
学
し
て
い

ま
す
。

　

勉
強
に
部
活
動
な
ど
に
め
ざ
ま

し
い
活
躍
を
し
て
い
る
生
徒
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
生
徒
達
を
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
紹
介
を
し
て
い

き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
先
日
行
わ
れ
た
体
育

祭
・
文
化
祭
を
取
り
上
げ
現
在
の

「
勝
高
」
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

若い力が躍
動！！
福井県立勝山高等学校特集！

校訓　「まこと」真・誠・信校訓　「まこと」真・誠・信
　

京
都
府
長
岡
京
市
で
行
わ
れ
た

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

競
技
で
山
口
茜
選
手
が
、
大
会
３

連
覇
と
な
る
個
人
優
勝
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
ダ
ブ
ル

ス
で
鈴
木
咲
貴
・
山
口
茜
選
手
が

準
優
勝
、
さ
ら
に
、
団
体
で
３
年

連
続
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
高
校
学
校
体
育
大
会

全
国
高
校
学
校
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
でで

大
活
躍

大
活
躍
！！！！
（
８
月
６
日
〜

（
８
月
６
日
〜
1111
日
）
日
）

高
校
生
模
擬
裁
判
選
手
権

高
校
生
模
擬
裁
判
選
手
権

―
中
部
・
北
陸
大
会
―
優
勝

―
中
部
・
北
陸
大
会
―
優
勝

　

日
弁
連
が
主
催
す
る
高
校
生
模

擬
裁
判
選
手
権
中
部
・
北
陸
大
会

で
勝
高
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

殺
人
事
件
を
テ
ー
マ
に
検
察
側

と
弁
護
側
に
分
か
れ
て
対
戦
を
行

う
形
式
で
実
施
さ
れ
、
理
論
構
成
、

表
現
力
な
ど
が
審
査
員
に
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

県
大
会
・
本
大
会
と
も
勝
高
出

身
の
石
倉
弁
護
士
ら
の
指
導
を
受

け
、
５
人
の
力
を
出
し
切
っ
た
成

果
が
出
ま
し
た
。

勝高での報告会

勝高チームの５人 模擬裁判の様子

勝山市長に成績を報告

女子ダブルスで準優勝となった
鈴木・山口ペア

女子個人で３連覇を果たした
山口茜選手
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年金額アップ！追納制度をご存知ですか？年金額アップ！追納制度をご存知ですか？
　国民年金保険料の免除、若年者納付猶予、学
生納付特例を受けた期間等があると、保険料を
全額納めたときに比べ、老齢基礎年金の受給年
金額が少なくなります。将来受け取る年金額を
満額に近づけたい場合、上記の期間については、
10年以内であれば、追納制度を利用してさかの
ぼって納めることができますので、下記にて申
請ください。
例： 平成27年4月～平成28年3月まで学生納付
特例を受けた場合、平成38年3月まで追納
が可能です

〈注意〉
• 一部免除を受けていた場合、納付分を納
めていなければ追納できません
• 老齢基礎年金受給者は追納制度対象外です
• 追納する場合、原則古い期間の保険料から納
めます

ねんきんネットをご利用ください！
　「ねんきんネット」に登録すると、インター
ネットなどでこれまでの年金記録や見込み額
などが確認できます。
　市役所にて登録受付および記録の交付を
していますので、ぜひご利用ください。

年
金

国民年金保険料免除・猶予制度を受けた方へ国民年金保険料免除・猶予制度を受けた方へ

カ
モ
シ
カ
に
も
会
え
た
よ
！

恐
竜
キ
ッ
ズ
自
然
探
検
隊
２
０
１
５

恐
竜
キ
ッ
ズ
自
然
探
検
隊
２
０
１
５

　

勝
山
市
の
自
然
に
た
く
さ
ん
触
れ
て
「
自
然
の

素
晴
ら
し
さ
や
大
切
さ
」
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、

恐
竜
キ
ッ
ズ
自
然
探
検
隊
２
０
１
５
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
も
関
西
学
院
大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル

部
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
こ
の
事
業
と
し
て
は

４
年
目
、
前
身
の
「
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
i
n

勝
山
」
か
ら
は
12
年
目
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
参
加
者
は
、
市
内
８
人
、
県
内
９
人
、

県
外
４
人
の
合
計
21
人
で
市
外
か
ら
の
参
加
者
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

　

北
谷
の
恐
竜
の
み
ち
（
約
４
・
５
㎞
）
の
登
り

口
で
は
カ
モ
シ
カ
が
見
送
っ
て
く
れ
る
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
は
普
段
と
は
違
う
環
境
の
中
で
、
た
く

さ
ん
の
人
や
自
然
と
触
れ
合
い
成
長
し
て
帰
っ
て

い
き
ま
し
た
。

問　

国
体
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
教
育
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
２
７

主
な
日
程
（
２
泊
３
日
）

８
月
５
日

　

開
校
式

　

カ
ヌ
ー
体
験

　

水
の
生
き
物
調
べ

　

星
の
観
察
会

６
日

　

恐
竜
の
み
ち
を
歩
こ
う
！

　

プ
ー
ル
＆
シ
ャ
ワ
ー

　

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

７
日

　

恐
竜
化
石
発
掘
体
験

　

恐
竜
博
物
館
見
学

　

閉
講
式

※
宿
泊
は
東
山
い
こ
い
の
森

　

今
年
は
天
候
が
よ
く
、
充
実
し

た
内
容
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
に

自
然
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
今
後
も

後
輩
に
は
こ
の
事
業
へ
の
参
加
を

続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

　

み
ん
な
と
プ
ー
ル
で
泳
い
だ

り
、
関
学
生
と
夜
に
怪
談
話
を
し

た
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
恐
竜

の
み
ち
を
歩
い
た
の
は
つ
ら
か
っ

た
け
ど
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。

　

友
だ
ち
、
い
と
こ
と
３
人
で
、

京
都
府
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。
カ

ヌ
ー
体
験
や
恐
竜
化
石
の
発
掘
体

験
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
来

年
も
、
絶
対
に
参
加
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

喜多　直道さん
関西学院大学

山内　抹緒さん
市内参加者

金田　昴さん
県外参加者

問　福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 4516
　　市民課　　　　　☎88 ｰ 8102
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

福
井
は
、
明
治
20
年
（
1
8
8
7
）、

群
馬
県
の
桐
生
か
ら
輸
出
用
羽
二
重
の

製
織
技
術
を
学
び
、
生
産
を
開
始
し
ま

す
。
や
が
て
勝
山
で
も
生
産
が
は
じ
ま

り
、
特
に
明
治
30
年
代
か
ら
大
正
時
代

に
か
け
て
大
き
く
飛
躍
し
ま
す
。
今
回

は
、
こ
の
飛
躍
し
た
背
景
に
つ
い
て
、
気

候
や
地
形
の
視
点
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。

●
勝
山
の
産
業
と
進
取
の
精
神

　

明
治
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
の
勝
山
で

は
、
こ
れ
ま
で

産
業
の
中
心
で

あ
っ
た
生
糸
や

刻
煙
草
が
、
勝

山
大
火
や
煙
草

の
専
売
制
な
ど

で
、
将
来
が
閉

ざ
さ
れ
て
い
ま

し
た
。そ
こ
で
、

勝
山
の
人
た
ち

は
、
福
井
市
で
盛
ん
に
織
ら
れ
て
い
た

羽
二
重
の
生
産
を
よ
り
積
極
的
に
行
う

こ
と
で
、
そ
の
困
難
を
乗
り
こ
え
よ
う

と
し
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
日
本

海
側
特
有
の
雪
国
に
暮
ら
す
人
た
ち
が

持
っ
て
い
る
我
慢
強
い
精
神
力
と
新
し

い
も
の
を
取
り
入
れ
て
い
く
柔
軟
性
が

あ
る
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
水
力
発
電
と
力
織
機
・
電
車

　
一
方
、
勝
山
は
羽
二
重
産
地
の
中
心
で

あ
る
福
井
か
ら
遠
く
は
な
れ
て
い
る
と

い
う
地
理
的
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。
福

井
や
そ
の
近
辺
と
同
じ
様
に
羽
二
重
を

織
っ
て
い
て
は
、
輸
送
費
が
か

か
り
、
製
品
の
値
段
が
高
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

勝
山
の
機
業
は
、
明
治
41
年
以

降
、
北
谷
村
の
中
尾
な
ど
に
つ

く
ら
れ
た
水
力
発
電
所
や
、
大

正
時
代
に
機
業
自
ら
が
整
備
し
た
水
力

発
電
所
の
電
力
を
利
用
し
て
、
力
織
機

の
普
及
を
図
り
、
良
い
製
品
を
大
量
に

生
産
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
ま
し
た
。

ま
た
、
大
正
3
年
（
1
9
1
4
）
に
は
、

福
井
と
勝
山
の
間
に
電
車
が
開
通
し
、

運
送
力
が
向

上
し
ま
し

た
。

 

勝
山
地
域
、

特
に
滝
波
川

水
系
は
県
内

で
も
水
力
発

電
所
が
集
中

し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
、

勝
山
の
地
形
な
ど
が
、
発
電
所
を
建
設

す
る
の
に
良
い
条
件
で
あ
っ
た
か
ら
で

し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
勝
山
市
の
気
候
や
地
形
が

織
物
産
業
を
育
み
、
私
た
ち
の
生
活
を

支
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
恐
竜
渓
谷
ふ

く
い
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問 　

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
（
市

役
所
２
階
） 

☎
88
‐
８
１
２
６

－第14回－　勝山の気候・地形と織物産業－第14回－　勝山の気候・地形と織物産業

ゆめおーれ勝山で織られた羽二重ゆめおーれ勝山で織られた羽二重

薬師水力発電所（大正9年ごろ・個人蔵）薬師水力発電所（大正9年ごろ・個人蔵）
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Popoki
  Column
Popoki
  Column

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
国
際
交
流

員
の
ナ
ン
シ
ー
で
す
。

　

８
月
が
過
ぎ
、
や
っ
と
涼
し
く
な
っ

て
き
た
と
感
じ
ま
す
。

　

去
年
の
８
月
に
勝
山
へ
来
た
と
き

は
、
生
活
や
環
境
に
慣
れ
る
こ
と
で
精

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
で
、
周
り
で
行
わ

れ
て
い
る
行
事
や
物
事
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
の
８

月
は
様
々
な
祭
り
や
行
事
が
行
わ
れ
て

い
る
と
知
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
祭

り
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
８

月
15
日
は
お
盆

で
す
が
、
ハ
ワ

イ
で
も
お
盆
を

祝
う
こ
と
を
ご

存
知
で
す
か
。

ハ
ワ
イ
で
は
７

月
〜
８
月
に
か

け
、
ハ
ワ
イ
の

様
々
な
お
寺
や

神
社
で
盆
踊
り

が
行
わ
れ
ま

す
。
日
本
の
夏

勝山市国際交流員
サトウ・ナンシー

知っていますか？ハワイの盆踊り

谷のはやし込み祭りにて谷のはやし込み祭りにて

ハワイの盆踊り（撮影：マーク）ハワイの盆踊り（撮影：マーク）

祭
り
と
似
て
い
て
、
提
灯
が
吊
ら
れ
、

太
鼓
が
叩
か
れ
ま
す
。
屋
台
が
数
多
く

並
び
、
お
好
み
焼
き
、
た
こ
焼
き
、
か

き
氷
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

ハ
ワ
イ
で
な
ぜ
盆
踊
り
が
存
在
す
る

か
と
言
い
ま
す
と
、
２
０
０
年
前
に
日

本
か
ら
ハ
ワ
イ
に
移
住
し
た
日
本
人
が

日
本
文
化
を
ハ
ワ
イ
に
紹
介
し
た
か
ら

で
す
。
そ
の
証
と
し
て
、
ハ
ワ
イ
州
に

は
少
な
く
と
も
40
か
所
の
お
寺
や
神
社

が
存
在
し
、
毎
年
、
そ
の
神
社
や
お
寺

で
盆
踊
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
15
日

に
北
谷
町
で

行
わ
れ
た「
谷

の
は
や
し
込

み
祭
り
」
に

太
鼓
叩
き
と

し
て
参
加
し

ま
し
た
。
去

年
は
見
学
し

て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
参
加
す
る

と
大
変
で
し
た
。
で
も
北
谷
町
の
皆
さ

ん
と
交
流
す
る
こ
と
や
、
太
鼓
を
練
習

す
る
時
間
な
ど
が
私
に
と
っ
て
は
貴
重

な
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
と
ハ
ワ
イ
は
何
千
キ
ロ
も
離
れ

て
い
ま
す
が
、
夏
の
時
期
に
な
る
と
数

多
く
の
祭
り
が
行
わ
れ
る
こ
と
や
、
祭

り
好
き
な
と
こ
ろ
は
同
じ
で
す
。

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５
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平成28年度の要望書を提出
■８月19日　市役所

　九頭竜森林組合が要望書を提出に市役所を訪れま
した。勝山市有林の搬出間伐材森林整備の増加など
を要望しました。

修理前の姿、公開
■８月14～16日　旧木下家住宅

　国重要文化財「旧木下家住宅」が今年の秋より４
年計画で半解体修理に入ります。修理前の建物外観
や内部を公開し、学芸員の説明がありました。

体育・スポーツ振興に関する協定締結
■８月３日　教育会館

　勝山市と日本体育大学は、2020年の東京五輪の気
運を盛り上げ、スポーツ文化の振興を図ろうと協定
を締結しました。勝山市との締結で18番目、福井県
では初となります。

ナイトディノパーク
■８月８日　かつやま恐竜の森

　一夜限りのナイトディノパークが開かれ1,053人の
お客様が来場しました。来場者はライトに照らされた、
昼間とは違った迫力の恐竜に一喜一憂していました。

期　間▶9月19日㈯～ 23日（水・祝）
ところ▶かつやま恐竜の森　芝生広場
入場料▶

※4歳未満は無料、当日券は会場で販売
前 売券販売▶ローソンチケット（Loppi）、
　　　　　　近畿日本ツーリスト㈱各店舗
　詳しくは下記ホームページをご覧ください。
URL http://www.knt.co.jp/ec/2015/

dino/index.html
問　近畿日本ツーリスト㈱福井支店

　　☎0776 ｰ 25 ｰ 4001

当日券 前売券
大　人 2,000円 1,800円
中高生 1,700円 1,500円
小　人 1,200円 1,000円シルバーウ

ィークに再
び襲来！！
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2016勝山市2016勝山市
公式カレンダー公式カレンダー

9月15日㈫より販売開始9月15日㈫より販売開始
　フォトコンテストの入賞作品を
カレンダーにしました。勝山市の
四季折々のすばらしい風景をお楽
しみいただけます。
価　格▶1,500円（税込）
販 売場所▶観光政策課、ゆめおー
れ勝山、(公社)勝山市観光協会、
勝山城博物館、越前大仏、まほ
ろば、かつやま恐竜の森、温泉セ
ンター水芭蕉、勝山ニューホテル
※ 遠方の方は、お申し込みいただ
ければ郵便振替（手数料不要）・
郵送（送料無料）も可能です

申・問　観光政策課（市役所2階）
☎88 ｰ 8117

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
は

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
は

　
　

ペ
ッ
ト
へ
の
愛
情
で
す

　
　

ペ
ッ
ト
へ
の
愛
情
で
す

◆
生
涯
、
愛
情
を
も
っ
て
飼
う

　

家
族
の
一
員
と
し
て
、
そ
の
一

生
涯
面
倒
を
み
ま
し
ょ
う
。

◆
犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い

　

犬
を
好
ま
な
い
方
に
と
っ
て

は
、
つ
な
が
れ
て
い
な
い
犬
は
恐

ろ
し
い
存
在
に
も
な
り
ま
す
。
事

故
を
起
こ
し
て
か
ら
で
は
、
取
り

返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。

◆
犬
の
フ
ン
の
後
始
末
を
す
る

　

道
路
や
公
園
は
み
ん
な
の
も
の

で
す
。
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
フ
ン
の
始
末
は
飼
い
主

が
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

◆
繁
殖
制
限
を
考
え
る

　

繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
、
不

妊
・
去
勢
措
置
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

全
国
道
路
・
街
路
交
通

情
勢
調
査
の
お
知
ら
せ

　

国
土
交
通
省
、
福
井
県
、
お
よ

び
高
速
道
路
会
社
が
連
携
し
て
、

11
月
ま
で
全
国
道
路
・
街
路
交
通

情
勢
調
査
を
実
施
中
で
す
。

　

自
動
車
を
お
持
ち
の
方
の
中
か

ら
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
ご
家
庭

に
は
、
車
の
利
用
状
況
な
ど
の
調

査
票
記
入
を
依
頼
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 　

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備

局
福
井
河
川
国
道
事
務
所

☎
０
７
７
６
‐
35
‐
２
６
６
１

福
井
大
学
邦
楽
部

純
邦
楽
の
し
ら
べ
弐

と　

き
▼
９
月
23
日（
水
・
祝
）

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ
▼
勝
山
城
博
物
館

※ 

特
別
展
入
館
料
（
一
般
７
０
０

円
、
小
中
高
生
２
６
０
円
）
が

必
要
で
す

※ 

市
内
在
住
の
方
は
、
住
所
の
わ

か
る
も
の
が
あ
れ
ば
２
割
引

問　

勝
山
城
博
物
館

☎
88
‐
６
２
０
０

「
ゾ
ー
ン
30
」
規
制
が

９
月
１
日
よ
り
運
用
中

◆「
ゾ
ー
ン
30
」
と
は

　

生
活
道
路
に
お
け
る
歩
行
者
な

ど
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
区
域
（
ゾ
ー
ン
）

を
定
め
て
時
速
30
㎞
の
速
度
規
制

を
実
施
し
、
速
度
抑
制
や
、
抜
け

道
と
し
て
通
行
す
る
行
為
の
抑
制

を
図
る
生
活
道
路
対
策
で
す
。

◆
指
定
区
域

　

沢
町
２
丁
目
の
一
部

　

昭
和
町
１
丁
目
の
一
部

９
月
は
市
民
提
案
月
間

「
市
長
へ
の
手
紙
」

「
市
長
へ
の
手
紙
」

　

勝
山
を
さ
ら
に
良
く
し
て
い
く

た
め
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
「
市

長
へ
の
手
紙
」
に
し
て
、
ぜ
ひ
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法
▼
手
紙
、
メ
ー
ル
な
ど

提
出
先
▼
秘
書
・
広
報
課

〒
９
１
１
‐
８
５
０
１

　

勝
山
市
元
町
１
丁
目
１
番
１
号

E-m
ail　

kouhou@
city.

katsuyam
a.lg.jp

注
意
事
項
▼

• 

必
ず
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

• 

地
域
の
ご
要
望
や
苦
情
な
ど

は
、
各
区
長
を
通
し
て
お
申
し

出
く
だ
さ
い

そ
の
他
▼

• 

記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
内

容
確
認
な
ど
の
目
的
以
外
に
は

利
用
し
ま
せ
ん

• 

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
手
紙
の
要

約
を
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

問 　

秘
書
・
広
報
課
（
市
役
所
２

階
）
☎
88
‐
１
１
１
４

問　

勝
山
警
察
署☎

88
‐
０
１
１
０

犬のしつけ教室
と　き▶9月26日㈯ ※小雨決行
　午後１時30分～３時30分
ところ▶荒土公園
参加費▶無料
主　催▶福井県警察犬協力会
問　福井県警察犬協力会事務局
　　☎0770 ｰ 52 ｰ 5366

　

飼
い
主
は
、
正
し
い
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
を
守
り
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問　

環
境
政
策
課
（
市
役
所
２
階
）
☎
88
‐
8
1
0
4
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木
下
氏
之
塚

　

こ
の
塚
は
後
町
（
現
在
は
本
町
３
丁
目
）
の

西
宮
寺
の
境
内
に
建
つ
。
表
に
は
「
木
下
氏
之

塚
」
と
刻
み
、建
て
ら
れ
た
の
は
明
治
23
年
（
１

８
９
０
）
で
あ
る
。
そ
の
横
に
発
起
中
と
あ
る

が
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
裏
面
に
は
１
５

０
字
余
を
費
や
し
て
木
下
善
八
の
来
歴
を
記
し

最
後
は
漢
詩
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
碑
文
以
外
に
善
八
の
資
料
は
皆

無
で
あ
る
た
め
、
そ
の
来
歴
お
よ
び
業
績
も
含

め
て
碑
文
か
ら
う
か
が
っ
て
み
る
。
姓
は
木
下

で
通
称
を
善
八
と
い
い
、
没
年
か
ら
換
算
す
る

と
天
保
６
年
（
１
８
３
５
）
生
ま
れ
で
あ
ろ
う
。

「
剛
直
」
と
あ
る
の
で
気
性
が
強
く
信
念
を
曲

げ
な
い
い
わ
ゆ
る
昔
気
質
の
人
物
で
、「
謀
事

必
遂
」
と
も
あ
る
の
で
計
画
し
た
こ
と
は
何
が

何
で
も
や
り
遂
げ
る
意
思
の
強
さ
も
う
か
が
わ

せ
る
。
彼
は
明
治
18
年
に
河
原
（
町
）
に
製
糸

工
場
を
設
立
し
た
。
そ
の
名
称
は
河
原
製
絲
場

と
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
製
糸
場
と
い
え
ば
当

時
福
井
県
で
一
番
大
き
な
工
場
は
「
勝
山
製
糸

会
社
（
三
之
丸
製
糸
場
）」
だ
っ
た
。
明
治
24

年
時
点
で
の
運
転
器
械
は
１
０
０
基
で
従
業
員

２
４
０
人
の
会
社
で
あ
っ
た
。
河
原
製
絲
場
は

善
八
個
人
が
経
営
し
た
と
考
え
ら
れ
、
就
業
工

女
は
「
常
三
十
余
人
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
個

人
経
営
の
工
場
と
し
て
は
か
な
り
の
規
模
で

あ
っ
た
。

　
「
用
器
皆
具
」
と
あ
る
の
で
恐
ら
く
蒸
気
缶
も

備
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
20
年
代
の
勝

山
の
製
糸
業
に
つ
い
て
『
大
野
郡
誌
』
は
、「
三

ノ
丸
の
他
に
郡
谷
、
久
保
、
白
木
等
の
製
絲
場

続
出
…
」
と
述
べ
て
そ
の
繁
栄
ぶ
り
を
記
し
て
い

る
。
白
木
な
ど
の
中
に
こ
の
河
原
製
絲
場
も
そ

の
一
工
場
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み

に
久
保
製
糸
工
場
は
初
代
久
保
仁
吉
が
明
治
17

年
か
ら
単
独
で
経
営
を
始
め
、
同
19
年
に
５
馬

力
の
蒸
気
缶
を
持
ち
工
女
36
人
を
雇
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
明
治
29
年
の
勝
山
大
火
な
ど
も
あ
っ

て
、
勝
山
製
糸
会
社
を
初
め
と
し
た
製
糸
工
場

全
体
の
業
績
が
振
る
わ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

同
45
年
２
代
仁
吉
は
こ
れ
を
買
い
取
り
三
之
丸

製
糸
株
式
会
社
と
し
た
。
さ
て
善
八
は
病
気
の

た
め
創
業
わ
ず
か
４
年
で
河
原
製
絲
場
か
ら
身

を
引
く
。
長
男
仁
之
助
が
そ
の
後
を
継
い
だ
か

ど
う
か
碑
文
は
記
さ
な
い
。
彼
の
父
を
思
う
気

持
ち
が
強
く
そ
う
し
た
事
情
も
あ
り
、
工
女
た

ち
が
募
金
活
動
を
行
い
善
八
の
塚
を
建
て
た
と

あ
る
。

　

明
治
38
年
に
木
下
機
業
場
を
設
立
し
た
木
下

平
八
・
平
二
親
子
と
、
木
下
善
八
と
の
関
係
を

裏
付
け
る
資
料
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い

な
い
。「
幕
末
勝
山
町
之
図
」
に
、
本
町
通
り

の
大
手
坂
と
石
坂
の
中
間
に
「
塗
師
屋
（
木
下
）

平
八
」
の
名
が
、
後
町
通
り
の
鈴
蘭
が
あ
っ
た

場
所
に
木
下
善
八
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「翼を持つ少女」
～ＢＩＳビブリオ

バトル部～

「杉原千畝と
命のビザ」

～自由への道～

「作家の珈琲」

山本　弘／著
東京創元社

ドム・リー／絵
汐文社

コロナ・ブックス
編集部／著
平凡社

　「ビブリオバトル」とは、参加者が自分の勧め
たい本を紹介し、観客の投票によりチャンプ本
を決める知的書評合戦です。美心国際学園高
等部へ編入した、ＳＦ小説が大好きな少女・伏
木空は、同級生に誘われビブリオバトル部に入
部することに…。SF好きの方、そうでない方へ。

　外交官・杉原千畝は、ナチス・ドイツに
占領されたポーランドから避難してきたユ
ダヤ人に対し、日本政府に背きビザを発給
し続け6千人の命を救いました。文字どお
り命がけで多くの人々の命を救った決断と
行動を、息子の視点で描きます。

　井上ひさし、中上健次、松本清張、池波
正太郎、安岡章太郎などの作家25名と、珈
琲の深い関係を示すエピソードが満載の一冊。
珈琲文壇裏話のほか、作家たちに愛された
コーヒーの名店も紹介。彼らの存在を感じなが
ら一杯のコーヒーを楽しむのもいいものです。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成27年８月末 前年比

総件数 ２９６件 －２８件

人身事故
（うち高齢者）

２０件
（７）

－１０件
（＋２）

死　者
（うち高齢者）

２人
（２）

＋１人
（＋１）

傷　者 １９人 －１６人

物損事故 ２７６件 －１８件

９月の納税

７月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ８月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,762人 2 －14 －12 22 －19 3 11,753人 －9人
女 12,867人 8 －21 －13 32 －14 18 12,872人 5人
合　計 24,629人 10 －35 －25 54 －33 21 24,625人 －4人
世帯数 8,066世帯 8,070世帯 4世帯

人口の動き

国民健康保険税▶第2期　
納期限▶9月30日㈬　口座振替▶9月28日㈪

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪28

木下氏之塚

広報かつやま9月号 №730 　　 18

知
っ
て
お
き
た
い
こ
ん
な
こ
と

知
っ
て
お
き
た
い
こ
ん
な
こ
と

結
核
と
は
ど
ん
な
病
気
？

　

明
治
時
代
か
ら
昭
和
20
年
代
ま

で
「
国
民
病
」「
亡
国
病
」
と
恐

れ
ら
れ
た
結
核
。
今
で
も
年
間
２

万
人
以
上
が
発
病
し
て
お
り
、
１

日
に
６
人
が
命
を
落
と
し
て
い
る

日
本
の
重
大
な
感
染
症
で
す
。

ど
の
よ
う
に
感
染
す
る
の
？

　

痰
に
結
核
菌
が
い
る
患
者
が
咳

を
す
る
と
空
気
中
に
飛
び
散
り
、

そ
れ
を
周
り
の
人
が
直
接
吸
い
込

む
こ
と
で
う
つ
り
ま
す
。
咳
が
出

る
時
は
、
マ

ス
ク
を
つ
け

る
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ

う
。

予
防
方
法
は
？

　

２
週
間
以
上
咳
や
痰
が
続
く
よ

う
で
し
た
ら
、
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
早
期
発
見
は
本
人

の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
だ
け
で
は

な
く
、
大
切
な
家
族
や
職
場
な
ど

へ
の
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に

も
重
要
で
す
。

　

抵
抗
力
の
弱
い
赤
ち
ゃ
ん
に
は

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
有
効
で
す
。
遅
く

と
も
１
歳
ま
で
に
は
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

治
療
方
法
は
？

　

結
核
と
診
断
さ
れ
て
も
、
６
か

月
間
毎
日
き
ち
ん
と
薬
を
飲
め
ば

治
り
ま
す
。
し
か
し
、
症
状
が
消

え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
治
療
の
途

中
で
服
薬
を
止
め
て
し
ま
え
ば
治

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
菌

は
抵
抗
力
を
つ
け
、
薬
が
全
く
効

か
な
い
多
剤
耐
性
菌
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
医
師
の
指
示
を
守

り
、
治
療
終
了
ま
で
き
ち
ん
と
薬

を
飲
み
続
け
ま
し
ょ
う
。

参
考　
（
公
財
）
結
核
予
防
会

　
　
「
結
核
の
常
識
」
２
０
１
５

問   

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

「
長
引
く
咳
は

「
長
引
く
咳
は

　
　
　
〝
結
核

　
　
　
〝
結
核
〞〞
か
も
」

か
も
」

恐竜博物館行事案内

問　県立恐竜博物館　☎88 ｰ 0001
　　http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/

「親子で化石の
レプリカをつくろう！」

「ほね探偵事務所」

「地球と生命の物語⑤ 足の形
が決めた恐竜の体の大きさ」

９月24日㈭

9月27日㈰
恐竜ふれあい教室

10月4日㈰
博物館自然教室

10月11日㈰
博物館セミナー

シルバーウィークの時間拡大会館
　9月19日㈯～ 23日（水・祝）の5日間、開館時間
を拡大し、午前8時30分～午後6時とします。
※ 詳しくは恐竜博物館のホームページをご覧くだ
さい
休館日のお知らせ

行ってみよう

湯ったり勝山
　８月16日“湯ったりの日”
に開催された第２回マイステー
ジ。今回は、芳野亭笑翁さんに
よる落語「代書屋」でした。マ
イステージも２回目となり、勝
山市には多彩な特技や芸をお持
ちの方がたくさんいらっしゃると感じています。
ひそかに取り組んでいる特技をマイステージで
披露していただける方をお待ちしています！
　また、“湯ったりの日”は、午前10時～午後
３時まで無料で休憩ができます。仲の良い人同
士でお弁当やお菓子などを持ちより、食べなが
ら話をしたりして『湯ったりの日』を過ごして
みませんか？

【今月のマイステージ】（入場無料）
　と　き▶９月20日㈰　午前10時30分～
　内 　容▶やさしいウクレレ体験、落語　芳野亭
笑翁さん、ミニのど自慢(カラオケタイム)、
輪投げ大会、ビンゴゲーム

　※その他にも、いろいろな催しがあります

10月出場者
10月出場者募集中募集中

問　湯ったり勝山（市民交流センター1階）
☎88 ｰ 3722

　　地域包括支援センター「やすらぎ」
（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

シールぼうや

秋の交通安全県民運動秋の交通安全県民運動
9月21日㈪～ 30日㈬

交差点　譲るやさしさ　待つゆとり
明るい服装で
反射材を身に付けよう！
問　環境政策課（市役所2階）☎88 ｰ 8104


